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3 )卵黄レシチンの 1枚膜リボゾーム(直径約250A) とbsとの結合をしらベた結果，この結合はラ
ンダムに起こるのではなく，まずbsによって殆んど飽和されたリポゾーム (bsとレシチンのモル比は
ほぼ1: 10)が生じ，これがbsを含まないリボゾームあるいはbsで飽和されたリポヅームと順次融合
して，段階的に密度の小さな(直径の大きな)複合体がつくられてゆくことが明らかとなった O
十 14-
以上のように，榎本君の論文はbsという典型的な膜の内在タンパク質を用い，その脂質 2分子層を
含む各種の膜との結合の特質を明らかにしたものであり，生体膜の研究に大きな寄与をするものであ
る口よって同君の論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認められる O
?
?
